
☞ 呈茶「紅葉の茶室」
開 催 日 　  1 1 / 5 ㊐ 、 1 2 ㊐ 、 1 8 ㊏ 　 1 日 各 4 回
定 　 員 　 各 回 1 2 名 　 呈 茶 代  4 0 0 円 　 ◎ 要 予 約

☞ ギャラリートーク「穐月明 最後の思い」
開 催 日 　 1 1 / 2 6 ㊐ 、 1 2 / 1 0 ㊐  予 約 不 要 （ 観 覧 料 必 要 ）
解 　 説 　 学 芸 員  穐 月 大 介

◆この事業は、伊賀市文化振興条例、伊賀市文化振興ビジョンに基づき実施します。
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開館　10 時〜 16 時 30 分（入館 16 時まで）
料金　一般３００円（高校生以下無料）
場所　伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎
　　　　　　伊賀市別府７１８番地３

伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎 秋の通常展

令和５年 １０/２１㊏～１２/２５㊊
火曜日休館

あきづきあきら

穐月 明 最後の思い

関連企画

☞ 青山観光振興会歴史探訪ウォーキング
　　「阿保宿とあおやま川上湖を訪ねて」

開 催 日 　 1 0 / 2 1 ㊏
お 申 し 込 み 　  青 山 観 光 振 興 会

☞ いがぶら「秋の木の実をいただく」
開 催 日 　 1 0 / 2 2 ㊐
＊ 詳 細 は 「 い が ぶ ら 秋 」 の 冊 子 、 H P 等
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流水頌歌／ながれのうた
—穐月 明 最後の思い—
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は晩年、風景画の作成に
注力します。山間から海に至る水
辺の風景を、ただ美しいだけでは
ない、人と自然の営みとして描
き「流

な が れ の う た
水頌歌」として発表します。

そこには生涯仏教を探求し続け
到達した、自然と調和した暮ら
しへの願いを強く感じます。力
の衰えを感じながらも本当に描
きたいものを追求した最後の個
展の再現を試みました。

お問合せ　
( 公財）伊賀市文化都市協会

☎ 0595 22 0511
伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎 受付

☎ 0595 52 2100

公式サイト
（公財）伊賀市文化都市協会

http://www.bunto.com/?p=14929

（一財）東洋文化資料館靑山讃頌舎
http://aoyamautanoie.net/

［主催］（公財）伊賀市文化都市協会（指定管理者）
［共催］伊賀市
［後援］伊賀市教育委員会、名張市教育委員会
［協力］（一財）東洋文化資料館靑山讃頌舎

【車でお越しの方】
名阪国道上野東インターより 20 分
伊 勢 自 動 車 道 久 居 イ ン タ ー よ り 40 分
R165 青山町駅前信号を曲がり大村神社
南駐車場へ。

【電車でお越しの方】
近鉄青山町駅下車 徒歩 15 分、近鉄青山
町駅より R165 青山町駅前信号を直進、
西参道石段を大村神社へ
＊ご来館の方は大村神社を目指してお越し

ください。

☞ 呈茶「紅葉の茶室」
美しく色づいたイロハカエデの下で抹茶
をお召し上がりください。
日　時　11/5 ㊐、12 ㊐、18 ㊏
　 　 　  10:00~、11:00~、13:00~、14:00~
定 　員 　各 回 1 2 名 （ 要 予 約 ）
呈茶代　 400 円 （ 抹 茶 ・ お 菓 子 ）
お申込　青山ホール ℡ 0595 52 1109
　　　　9/30 ㊏ 10:00 より受付開始

☞ ギャラリートーク 
　「穐月明 最後の思い」

作品をみながら、作者の思いを探ってい
きます。
日　時　11/26 ㊐、12/10 ㊐  13:30 〜
参加料　無料（観覧料必要）
定　員　先着 20 名（予約不要）
解　説　学芸員 穐月大介

 関連企画

☞青山観光振興会 歴史探訪ウォーキング
　「阿保宿とあおやま川上湖を訪ねて」

開 催 日：10/21 ㊏　 荒天中止
集　合：青山町駅午前９時集合出発
参 加 費：3,000 円
申込・お問合せ：青山観光振興会 090-3258-8761

☞ いがぶら「秋の木の実をいただく」
「いがぶら」参加企画です。身近にある

アケビ、椎の実、ムカゴ、柴栗などを調
理実習します。
日　時　10/22 ㊐ 10:00 〜昼食を調理
集　合　ミュージアム受付
定　員　1 5 名
案　内　穐月 大介（090 9860 6432）

＊詳細は「いがぶら秋」の冊子、HP 等を
ご覧ください  https://igabura.com/

「流
な が れ の う た

水頌歌　穐月 明展」冊子の表紙
平成 20 年、穐月 明自身が直接関わった
と考えられる最後の個展です。

(公財 )伊賀市文化都市協会

紅葉の当館

「虹のたつ村落」

「流水磨崖仏」室生大野寺弥勒磨崖仏

「渓声是広長舌」谷川の音は仏の説法、山は清浄な
る仏の姿、絶え間なく仏の説法が聞こえる。この
感激を誰に伝えられよう。／蘇東坡『悟道偈』


